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オリエンテーリング選手の心理的適性

橘 直　隆・岡　沢　祥 訓＊・村越　真＊＊

On　the　psycho1ogica1a．Ptitude　of　Japa皿ese　orienteer

Naota㎞TACHIBANA，Sachinori　OKAZAWA＊and　Shin　MURAKOSI＊＊

　　The　purpose　of　this　study　is　to　c1a1ify　the　psycho1ogica1aptitude　of　orienteer　concerning　the　dua1

persona1ity　theory．Subjects　were98Japanese　orienteersl　MPI（Mauds1ey　Persona1ity　Inventory）as

measured　inner1eve1of　persona1ity　and　TSMI（Taikyo　Sport　Motivation　Inventory），orienteer

behavior　questiomair　as　measured　outer1eve1of　persona1ity　were　administered．

　　The　fo11owing　resu1ts　were　obtained．

　　1）At　the　outer1eve1of　persona1ity，the　orienteer　at　high1eve1had　superior　traits　about　TS－2，

TS－5，TS－6，TS－7，TS－12，TS－13and　TS－141

　　2）At　the　imer1eve1of　persona1ity，the　orienteers　at　high1eve1had　low　neuroticism．

　　Viewing　from　the　above　resu1ts，it　was　suggested　that　tendencies　ofhigh　achievement　motivation

and　Iow　neuroticism　are　psycho1ogica1aptitude　for　orienteer．
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I．緒　　言

　スポーツ競技においては，そのスポーツ特有の

技術を高め，その裏付けとなる体力を伸ばすこと

が必要である。特に，より高い競技成績をあげる

ためには，これらの身体的能力を高めるための日

常的な努力が必要とされる。しかし，競技成績は

身体的な能力によってのみ左右されるのではなく，

意欲・やる気や不安・プレッシャーへの対応など

の心理的な側面によっても大きく影響される。し

たがって，トップレベルの競技者にとっては身体

的な適性だけではなく心理的適性を備えているこ

とが必要不可欠g条件といえよう。

　競技者の競技場面における行動を，心理的な側

面からより正確に予測するため，市村4〕は「あが

り」に関する尺度を，中込’O）は「精神力」の尺度を

作成している。また，松田ら6〕7〕は「やる気」つま
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り達成動機を測定するものとしてTSMI（Taikyo

Sport　Motivation　Inventory）を作成している。

しかし，これらの検査は競技場面に固有な状況を

かなり加味して作成されている。そのため，これ

らの検査によって測定されるのは，パーソナリ

ティーの比較的状況に影響されやすい場面（外的

なレベル）であるという点で不安定である。した

がって，将来にわたる心理的適性を予測する上で

は不十分な面を持っていると考えられる。スポー

ツの心理的適性を問題にする場合には，Marters5）

も指摘しているように，外的レベルのパーソナリ

ティーだけではなく，比較的安定しており状況に

影響されにくい側面（内的なレベル）も考慮する

必要があると思われる。

　TSMIを用いて岡沢ら11）は卓球選手を，吉沢

ら17）はバスケットボール選手を対象に，比較的変

化しやすい外的レベルの心理的適性を検討してお

り，両者とも競技レベルの高い選手のほうが，ほ

とんどの因子（下位尺度）でやる気・達成動機が
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高いという結果を得ている。また，外的レベノレと

してTSMIを，比較的変化しにくい内的レベルと

してEysenk2〕のパーソナリティー理論による向

性（E得点）と神経症傾向（N得点）を測定する

MPI（Mauds1ey　Persona1ity　Inventory）を用い

て，吉沢ら16）はフィールドホッケー選手を，岡沢

ら12〕’4）は卓球選手を，堀本らヨ〕はバスケットボール

選手を対象にして心理的適性について検討してい

る。これらの報告に共通しているのは，内的レベ

ルの神経症傾向がTSMIのNegativeな面にか
かわっていることと，外向性がTSMIのPositive

な面にかかわっていることであり，神経症傾向の

低いことと外向性がこれらの種目の心理的遭性で

あることを示唆している。

　しかし，スポーツ競技は種目により選手が遭遇

する状況が異なるため，競技種目によって異なる

特性が要求されると考えられる。岡沢ら’3〕は，粘

り・持久力・単調さに対する耐性が必要とされる

種目では内向者が適しているという仮説から，ク

ロスカントリーのスキー選手を対象にしてその心

理的適性を検討した結果，クロスカントリース

キー選手は内向者が適しているとは結論づけられ

ないが，神経症傾向については他の種目と同様に

低い方が適しているという傾向がみられたと報告

している。

　以上のように，心理的適性を検討する場合は多

．くのスポーツ競技に共通するものと，その競技に

特有のものがあることを考慮する必要があろう。

松田ら7〕は，スポーツ競技種目を1）対戦相手との

接触や入れ乱れの有無による直接型競技（Direct

Sports）と並行型競技（Para11e1eSports）2）チー

ム種目（Team）と個人種目（Individua1）3）並

行型個人種目においては長時問にわたる種目

（Long）と短時問に完了する種目（Short）の3つ

の分類基準の組合せにより，サッカー・バスケッ

トボールなどの直接型チーム種目，ボクシング・

レスリングなどの直接型個人種目，バレーボー

ル・漕艇のエイトなどの並行型チーム種目，競泳・

陸上競技の中長距離などの並行型個人長時間種目，

体操競技・陸上競技の跳躍などの並行型個人短時

間種目の5？の類型に分類している。この分類に

よれば，オリエンテーリングはクロスカントリー

スキーと同じく並行型個人長時間種目に分類され

るため，クロスカントリースキー選手と類似した

適性が必要とされよう。

　しかし，オリエンテーリングは山野を走る点で

クロスカントリーと類似はしているが，地図から

の情報をもとにして現在地と目的地への進路を確

認するという特有の競技特性から，抽象と具体を

対応させる知的な活動と常に地物に意識を集める

という刺激への対応が必要とされるため，クロス

カントリースキー選手とは異なる心理的特性が要

求される可能性も否定できない。また，わが国で

の歴史が短いため競技経験が豊富な指導者が少な

いこと，競技の実施場所が山野であるため技術的

なトレーニングが制約されることにより，日常的

にコーチについて練習している競技者が絶無に近

く，他の競技選手と異なった心理的特性が要求さ

れる可能性もあろう。

　スポーツ競技の心理的適性を検討する場合，い

ままで2つの方法がとられてきた。ひとつは，他

競技の選手と比較して他競技と異なる心理的特性

を明らかにすることであり，もうひとつは，同じ

競技の競技レベルの低い選手と比較して高いレベ

ルの選手の心理的特性を明らかにすることである。

いずれにしても，測定されるのは心理的特性であ

り，その特性すべてが競技の遂行にプラスの影響

を与えるとは限らないため，それをた走ちに心理

的適性と断定することには無理がある。しかし，

競技特有の心理的特性や高レベルの選手特有の心

理的特性が，その競技を遂行するうえでプラスの

方向に影響を与えるなら，その心理的特性が心理

的適性であると推測できる。

　本研究では，状況に依存しやすいパーソナリ

ティーの外的側面を測定するものとしてTSMI，

状況に依存しにくい内的側面を測定するものとし

てMPI，競技行動を調査するものとして質問紙を

用いて，

　1）　オリエンテーリング選手のパーソナリ

　　　ティーの外的側面の特性を検証する。

　2）　オリエンテーリング選手のパーソナリ

　　　ティーの内的側面の特性を検証する。

　3）　外的側面と内的側面の関連性を検討する。

　4）　これらの心理的特性と競技行動の関連性

　　　を検討する。

　ことにより，オリエンテーリング選手に必要と

　される心理的適性を明らかにすることを目的と

　している。
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II．研究方法

　1．調査内容
　①TSMI：松田ら6）7）によって作成された，ス

ポーツマンのやる気を測定する146項目の質問紙

検査であり，TS－！・目標への挑戦，TS－2・技

術向上意欲，TS－3・困難の克服，TS－4・勝利

志向性，TS－5・失敗不安，TS－6・緊張性不

安，TS－7・冷静な判断，TS－8・精神的強靱

さ，TS－9・コーチ受容，TS－10・コーチ不適

応，TS－11・闘志，TS－12・知的興味，TS－13・

不節制，TS－14・練習意欲，TS－15・競技価値

観，TS－16・計画性，TS－17・努力への因果帰属

の17の因子からなる下位尺度で構成されている。

ただし，ほとんどのオリエンテーリング選手には

コーチがいないため，TS－9・コーチ受容とTS

－10・コーチ不適応の尺度は結果および考察から

除外した。また，失敗不安（TS5），緊張性不安

（TS6），不節制（TS13）は得点が多いほど望ま

しくない傾向を示す尺度であるが，図表では反転

させて扱った。

　②MPI：アイゼンクによって作成された80項

目の質問紙性格検査であり，E尺度（向性）とN

尺度（神経症傾向）の2つの下位尺度で構成され

ている。本研究では，誠信書房発行のモーズレイ

性格検査用紙を使用した。

　③オリエンテーリング競技行動に関する調査：

筆者らが作成したもので，競技状況における行動

特徴に関する30項目について3点法で回答する質

問紙を用いた。

　2．調査時期および方法

　1986年12月から1987年2月にかけて，対象者に

調査用紙を直接手渡し，郵送によって回収した。

　3．調査対象
　公認大会のAクラス入賞レベル以上の者を対象

とした。Aクラス入賞レベル以上としたのは，オ

リエンテーリングではAクラスヘの参加制限がな

く，オリエンテーリングの適性を持っていないと

推測される非常に低い競技レベルのものでもAク

ラスに出場できるためである。したがって，この

対象は平均的なオリエンテーリング競技者と考え

られる。

　回収率は77．4％（130名）であったが，回収した

回答のうち，1）記入もれのないもの，2）MPI

のL得点が4点以上22点以下のもの，3）TSMI

の回答の正確性を確かめる下位尺度（TS－18）が

30点以上のもの，の3条件を満たしたもの98名を

有効標本として統計処理の対象とした。有効対象

者の内訳は男子71名，女子27名であり，年齢は17

歳～42歳で平均26．2歳であった。

m．結果および考察

　1．TSMIによる心理的適性
　TSMIは37種目のスポーツ競技選手3964名の

データをもとにして標準化されたもので，下位尺

度ごとに1～9点の9段階のスタナイン尺度が評

価基準として使用されている。したがって，一般

のスポーツ競技選手の基準値は5である。Fig．1

は平均的なオリエンテーリング選手とトップレベ

ルのオリエンテーリング選手のTSMIプロ
フィールである。トップレベルのオリエンテーリ

ング選手は，1985～1987年の日本選手権3位まで

のもの，1985年・1987年の世界選手権に出場した一

もの，計11名のうち有効回答の得られた8名の男

子選手である。

　平均的なオリエンテーリング選手と他競技の選

手とを比較すると，オリエンテーリング選手は，

失敗不安（TS5），緊張性不安（TS6），知的興

味（TS12），競技価値観（TS15）において㌧他競

技の一般選手より優れている傾向がみられた。平

均的なオリエンテーリング選手に比ベトップレベ

ルのオリエンテーリング選手のほうが高く，基準

値以上の尺度は技術向上意欲（TS2），失敗不安

（TS5），緊張性不安（TS6），冷静な判断（TS

TS 1 2 3 4 5 6 7 8 9
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Fig．1Means　profiles　of　TSMI　for　average　orienteer

　　　and　orienteer　at　high　level
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7），精神的強靱さ（TS8），知的興味
（TS12），不節制（TS13），練習意欲（TS14），計

画性（TS16）であった。これらのうち，・平均的な

選手とトップレベルの選手のどちらも基準値を越

えたのは，失敗不安，緊張性不安，知的興味であ

り，この三尺度がオリェンテーリング選手の一般

的特性と考えられる。

　Fig．2は，トップレベルのオリエンテーリング

選手とトップレベノレの他競技選手を比較したもの

である。他競技の選手は松田ら8）の報告による第

9回アジア大会に日本代表として出場した選手の

うち陸上中長距離，自転車ロードレース，競泳な

ど並行型個人長時問種目の競技選手（N＝59）の

TSMIプロフィールである。

　闘志（TS－11），精神的強靱さ（TS－8）を除

く各尺度において，トップレベルのオリエンテー

リング選手は他競技のトップレベルの選手と同等

もしくはそれ以上の得点であり，全体的にみて，

トップレベルのオリエンテーリング選手の達成動

機の高さがうかがえる。他競技の選手よりオリエ

ンテーリング選手のほうが高いのは，技術向上意

欲（TS2），失敗不安（TS5），緊張性不安（TS

6），冷静な判断（TS7），知的興味（TS12），不

節制（TS13），練習意欲（TS14），競技価値観

（TS15）の8尺度であり，これらのうち競技価値

観を除く7つの尺度においては，平均的なオリエ

ンテーリング選手に比べてもトップレベノレのオリ

エンテーリング選手のほうが優れている。した

がって，これらの尺度はトップレベルのオリエン

テーリング選手の心理的特性と考えら’れる。

　以上の結果をまとめると，オリエンテーリング

選手は失敗不安と緊張性不安が少なく，知的興味

が高いという心理的特性を持ち，トップレベルの

選手はこれに加えて技術向上意欲，練習意欲が高

く，冷静な判断に優れ，不節制をしないという心

理的特性を持っているといえよう。一般的な特性

には，競技中に直接のライバルと出会うことが少

ないことや，ゴールを除いて観衆や応援がないこ

と，また知的な精神活動が要求されるというオリ

エンテーリングの競技特性が関与していると考え

られる。トップレベルの選手の特性と考えられる

技術向上意欲は，堀本ら3〕のバスケットボール日

本リーグ出場選手，岡沢12〕の卓球ナショナルチー

ム選手を対象とした研究でも同様の傾向がみられ

るので，スポーツー般において高い競技成績に関

与する適性といえよう。冷静な判断は，地図と実

際の地物を対応させ現在地と進路を判断するオリ

エンテーリングの競技特性に関与していると考え

られる。また，日常的なコーチのいないオリエン

テーリングの現状では，自分白身で練習や生活の

管理をする個人的な努力や工夫が必要とされ，こ

れが節制，練習意欲に結びつくのであろう。この

ように，オリエンテーリング選手の心理的特性は，

練習場面や競技場面において，オリエンテーリン

グの特性と密接に関連したものであり，これらの

心理的特性はオリエンテーリング選手の心理的適

性と考えることができよう。

　2．MPIによる心理的適性およびTSMIとの
　　関連性

　Tab1e1は，MPIのE尺度・N尺度について，

大学生と一般正常成人の標準値9〕とオリエンテー

リング選手を比較したものである。E尺度では，

オリエンテーリング選手はやや外向の傾向がみら

れた。N尺度では，トップレベルの選手の神経症

傾向の少なさが特徴的である。

　Table2はMPIとTSMIの下位尺度の相関を
示したものである。MPIのE尺度（向性）と有意

な相関がみられたのは，困難の克服（TS3），失

敗不安（TS5），緊張性不安（TS6），精神的強

靱さ（TS8），闘志（TS11）で，すべて正の相関

がみられた。吉沢ら16）岡沢ら12〕堀本ら3〕は，女子

ホッケーのトップレベル選手，卓球の全日本選手

と高校選手権出場選手，バスケットの男子日本
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Table　l　Means　and　standard

　　　　subsca1e　of　MPI

deviations　for

Sex Group
E－scale N－scale

M（SD） M（SD）

Orienteer　at

High　Level
29．25 10．13

N＝8
（10．69） （10．17）

M 0rienteer 27．34 18．49

A N＝71 （11．34） （1！．07）

L
E Student 25．45 23，36

N＝418 （10．90） （9．89）

Adult 26．23 19．27

N＝271 （9，87） （10．84）

Orienteer 29．22 ユ9．93

F N＝27 （11．41） （12．76）

E
M Student 26．30 24．43

A N＝433 （10．36） （10．11）

L
E Adult 24．95 19．61

N＝187 （9．70） （10．29）

Table2 Corre1ation　coeffcientbetween　MPI　and

TSMI

MP　I

E N

1．目標への挑戦 、140 一．053

2．技術向上意欲 ．088 一．156

3．困難の克服 ．208｛ 一．243‡榊

4．勝利志向性 一．020 ．O01

5．失敗不安 ．198ホ 一．539榊｝

6．緊張性不安 ．223申 一．435｝榊

T
7．冷静な判断 ．141 一．345榊申

S
8．精神的強靱さ ．349榊｝ 一．358‡榊

M
11．闘　　志 ．254榊 一．107

I
12．知的興味 ．128 ＿．118

13．不節制 ．063 一．255榊

14．練習意欲 一．067 ．007

15．競技価値観 ．094 一．278舳

！6．計画性 一0．27 一．002

17．努カヘの因果帰属 ．095 一〇．53

＊P＜．05　＊＊P＜．01 ＊＊＊P＜．O01

リーグ選手を対象とした研究において，外向性は

達成・やる気といった外的レベルのパーソナリ

ティーと関連していると報告’しているが，対象と

した選手のE得点の平均は，それぞれ35．8，32，

33．8である。それに比べ，オリエンテーリング選

手は標準値より高い得点であるが，トップレベル

の選手でさえ29．3で他競技より低いため，外向性

がオリエンテーリング選手の心理的特性とは考え

られない。しかしながら，Bryant1〕は，方向感覚や

空間的能力を要求する課題の成績と外向的な性格

特性に関連があることを報告している。これは，

空問的課題の実行には，外的な情報を適切壱こ取り

込み処理する必要があることから説明されている

ので，オリエンテーリングにおいても同様な向性

との関係が推測される。向性の対象，すなわち，

人か物かという点から吟味する必要性が示唆され

る。

　N尺度（神経症傾向）では困難の克服（TS

3），失敗不安（TS5），緊張性不安（TS6），冷

静な判断（TS7），精神的強靱さ（TS8），不節

制（TS13），競技価値観（TS15）と有意な負の相

関がみられた。これは，神経症傾向の低さが，外

的側面の心理的適性と考えられる失敗不安，緊張

性不安，不節制の少なさと冷静な判断にかかわり

あっていることを示している。前述の他競技の選

手のN得点は標準値に近いのに比べ，トップレベ

ルのオリエンテーリング選手のN得点は非常に低

いことと，オリエンテーリングでは競技者が時問

的制約の中で常に競技者自身の行動を冷静に制御

する必要があることを考えあわせると，この神経

症の低さがオリエンテーリングの心理的適性とい

えよう。

　岡沢ら11〕は，神経症傾向の低さがクロスカント

リースキー選手の心理的適性であり，向性にっい

ては明かな傾向がみられなかったと報告している

が，オリエンテーリング選手についても同様の結

果が得られた。松田ら6〕のスポーツ種目の分類に

よれば，卓球のシングノレスもオリエンテーリング

と同じく並行型個人長時間種目に属しているが，

向性については他類型のホッケーやバスケット

ボールと同じ外向傾向がみられ，オリエンテーリ

ング選手とはその傾向を異にしている。Eysenck2〕

が，内向者は高い正確性・遅い速度に，外向者は

低い正確性・速い速度に特徴づけられると述べて

いるように，予測が難しい対戦相手からの速い球
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に反応することが要求される卓球のようなスポー

ツ種目においては，かなり外向的なパーソナリ

ティーを持っものが適していると考えられる。し

たがって，同じ並行型個人長時間種目であっても

相手と直接対戦しない種目は独立して考えるべき

であろう。

　3．MPIによる心理的適性と競技行動の関連

　　性

　オリエンテーリングの競技行動の30項目につい

て，主因子解バリマックス回転法で因子分析をお

こなった結果，固有値1．O以上の5つの因子が得ら

れた。Tab1e3は因子負荷量0．4以上の項目を抜粋

したものである。それぞれの因子に，冷静さ，自

己理解，向上への意志，不適応，気持ちの切り替

えと命名した。向上への意志以外はすべて，冷静

さ，あるいは変化への適応ということに結び付く

が，これはオリエンテーリングの要求する課題か

らみても非常に重要な適正であろう。

　各因子とMPIとの関連性を検討するため，各

因子ごとに負荷量の大きい2項目を選び，負の負

荷量を示す項目は反転させて得点を合計したのち，

得点が5点または6点のものを上位群，2点また

は3点のものを下位群とし，それぞれの因子ごと

に上位群と下位群についてMPIの向性得点（E）

と神経症傾向得点（N）の差の検定をおこなった。

その結果がTab1e4である。E得点についてはど

の競技行動因子にも有意な差はみられなかったが，

N得点については冷静さと気持ちの切り替えの因

子では上位群のN得点が有意に低かった。これは，

冷静に競技を進めるものと，競技に関して気持ち

の切り替えがうまいものは神経症傾向が低いこと

を示している。

　以上のように，競技行動の面でも向性による差

はみられず，オリエンテーリングの心理的適性と

して向性がそれほど関係するものではないことを

示唆している。他方，神経症傾向については，す

でに，TSMIとMPIの関連から，神経症傾向の低

．さがオリエンテーリングの心理的適性であること

に触れたが，競技行動に関しても，冷静さと気持

ちの切り替えに神経症傾向の少なさが関与してい

る。特に冷静さについてみれば，TSMIの冷静な

判断もトップレベルの選手の得点が高く，神経症

傾向の低さと強い相関がみられるため，外的レベ

ルのパーソナリティーや競技に関する行動におい

て「冷静」であること，そして，それと関連する

神経症傾向の低さがオリエンテーリング選手の心

理的適性と考えられる。

IV．ま　と　め

　本研究の目的は，状況に影響されやすいパーソ

ナリティーの外的側面と，状況に影響されにくい

内的側面から，オリエンテーリング選手の心理的

Tab1e3 Factor　Pattarn　Matrix　for　Orienteer　Behavior　Questionnaire

F－1 F－2 F－3 F－4 F－5

11．スタート前になると度胸がすわり落ち着く ．618

21．現在地を失った時でも冷静に対処できる ．581

12．スタート前，レース中に失敗しないか気になる 一．580

18．他のポストが見えても気にならない ．521

16．レッグ（中間区間）の難度にあわせてスピードをコントロールしている ．649

17．どのような場面でどのテクニックを使えばよいか解らない 一．564

2．自分に適したトレーニング法を知っている ．522

4．自分の能力・技術がどのようなコースに適しているか知っている ．404

30．今後も現在以上の成績をあげる自信がある ．846

29．レースを振り返ってじっくり分析する時間を持っている ．564

24．地図の精度がよくないとやる気がなくなる ．883

22．ひとつミスをすると動揺して連続してミスをする ．465

27．大きなミスをした後は何日も気分が悪い ．644

28．成績の悪かった時は他人の批判が気になる ．591

％ 25．1 20．7 11．8 7．5 7．1

CUM％
／45．7 ／57．6 ／65．1 ／72．1
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Table4 Differrences　in　Subsca1e　of　MPI　between
Upper　and　Lower　Group　in　Each　Factor

E－Scale N－Scale

Group Mean SD t Mean SD t

FACTOR1 UpPer（N：33）’ 28．6 10，3 14．O 9．1

0．62 一3．68‡榊

冷静さ Lower（N＝37） 27，0 12．O 22．9 11．1

FACTOR2 UpPer（N＝55） 28．6 11．8 17．9 10．6
0，65 一1．56

自己理解 Lower（N＝16） 26．6 10．3 23．9 14．3

FACTOR3 UpPer（N＝52） 乞8．8
12．3 18．4 11．9

1．21 一〇．99

向上への意志 Lower（N＝21） 25．7 8．9 21，2 10．8

FACTOR4 UpPer（N：32） 30．9 12．7 20．3 11．5
1．87 1．62

不適応 Lower（N＝33） 25．4 11．1 16．0 9．7

FACTOR5 UpPer（N＝50） 29．O 10．8 16，O 10．5
0．97 一3．50｝榊

気持の切替え Lower（N：26） 26．0 12，4 26．5 10．9

＃洲p〈．001

遭性を検討することである。その結果，つぎのよ

うな傾向が明らかになった。

外的側面においては，

　（1）オリエンテーリング選手は，失敗不安，緊

　　張性不安，知的興味に優れており，これらの

　　尺度は競技レベルに関係している。

　（2）また，技術向上意欲，練習意欲，冷静な判

　　断，節制心も競技レベルに関係している。

　（3）トップレベルのオリエンテーリング選手は，

　　全体的に達成動機が高い。

内的側面においては，

　（4）競技レベノレの高い選手に神経症傾向の低さ

　　がみられる。

外的側面と内的側面の関連では，

　（5）外的側面の特性である失敗不安，緊張性不

　　安，冷静な判断，知的興味，節制心に優れて

　　いるものほど神経症傾向が低い。

　（6）競技に関する行動において冷静で気持ちの

　　切り替えのうまいものは，神経症傾向が低い。

以上をまとめると，達成動機の高さと神経症傾向

の低さが，オリエンテーリング選手の心理的適性

であることが推測される。

　本研究では性差についてほとんど言及しなかっ

たが，スポーツの心理的適性には性差がみられる

という報告8〕14）16〕17〕もあり，今後検討を加えていく

必要があろう。
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